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現在ではToronto Alexithymia Scale (TAS; Taylor et 



















































































Table 1  各モデルの適合度指標およびパス係数 
モデル パス GFI AGFI AIC BIC 
1因子 × .644 .539 750.12 937.53 
2因子 ○ .734 .656 566.60 754.01 
4因子 ○ .826 .768 393.38 598.93 
2－1因子 × .735 .651 567.70 767.20 
4－2因子 ○ .854 .799 331.73 555.41 
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(1) 本研究は，日本心理学会第 64 回大会発表で発表した
「アレキシサイミア傾向の因子分析的諸モデルの比較」の
内容を加筆修正したものである。 
(2) 後藤ら(1999)では，GALEXの因子名を「感情認識言語
化不全」など "deficit" を意味する「不全」を因子名に
採用していたが，その後の研究では項目群が指し示す意味
内容を踏まえて"difficulties"を意味する「困難」を因子
名に採用しており，本研究では変更した因子名で記述した。 
 
